
1994年出土の木簡

鳥
取
・米
子
城
跡
七
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
鳥
取
県
米
子
市
加
茂
町

・
久
米
町

。
西
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
人
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

４
　
調
査
担
当
者
　
一島
橋
浩
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期

・
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

米
子
城
跡
七
遺
跡
は
米
子
市
街
中
心
部
、
標
高
九
〇
ｍ
の
湊
山

（米
子
城
山
）

の
北
東
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
調
査
地
は
米
子
城
城
下
町
の
内
堀
と
正
門
に
近

く
、
木
簡
出
土
地
は
享
保
五
年

全

七
一
一〇
）
の
絵
図
で
は
鷲

見
権
之
丞
の
屋
敷
、
安
政
年
間

全

八
五
四
―
五
九
）
の
絵
図
で

は
勘
定
所
と
な
っ
て
い
る
。

米
子
城
跡
七
遺
跡
の
調
査
は

つ

土
地
区
画
整
理
に
よ
る
道
路
建

米

設
工
事
に
伴
う
調
査
で
、
道
路

ぐ

部
分
の
み
の
限
ら
れ
た
面
積
で

は
あ
っ
た
が
、
米
子
城
城
下
町
の
形
成
に
関
わ
る
貴
重
な
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
中
期
の
貝
塚
、　
一
七
世
紀
中
頃
と

一
人
ｔ

一
九
世

紀
の
武
家
屋
敷
に
関
わ
る
遺
構

・
遺
物
を
確
認
し
た
。
木
簡
は
径
二
ｍ
以
上
、

深
さ
○

・
六
ｍ
の
土
坑
か
ら
四
点
出
上
し
た
。
こ
の
上
坑
は
内
堀
に
接
す
る
よ

う
な
位
置
に
あ
り
、
木
簡
の
他
に
陶
磁
器

・
瓦

・
建
築
部
材

・
屋
根
材
が
出
土

し
て
お
り
、
廃
棄
坑
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
共
伴
し
た
陶

磁
器
か
ら
幕
末
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約
二
〇
箱
あ
り
、
弥
生
土
器

。
須
恵
器

・
土
師

器

・
土
師
質
土
器

・
陶
磁
器

・
瓦

・
土
錘

・
銅
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
陶

磁
器
が
大
半
を
占
め
、
な
か
で
も

一
人
―

一
九
世
紀
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

一
七
世
紀
前
半
―
中
頃
の
陶
磁
器
は
、
家
屋
の
廃
棄
時
に
同
時
に
廃
棄
さ
れ
て

お
り
、　
一
括
遺
物
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
、
陶
磁
器
の
編
年
、
組
成
を
考
え

る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
＜
賢
随
院
様
香
物
源
六
」

。
「
く
も
ろ
げ

ふ
な
こ
ひ

」
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ睫
］巽
］
命
〕

②
　
。
「
＜
賢
随
院
様
香
物
源
六
」

。
「
＜
干
い
か
　
一
つ
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
］〇睫
∞睫
∞
畠
中



①
　
。
「賢
随
院
様
香
物
源
六
」

。
「
　　紬剛４
二
　　　　　　　　　　　　　」

側
　
。
「賢
随
院
様
か
う
物
源
六
」

「□
□
□

牌
卜
Ｐ
×

囀
∞
×

∞

　

ｏ
ド
μ

①
ｌ
い
は
土
坑
か
ら
出
上
し
た
。
す
べ
て
表
に
は
同
じ
記
載
が
さ
れ
て
お
り
、

源
六
と
い
う
人
物
が
賢
随
院
様
へ
献
上
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
賢
随
院
は

武
家
の
奥
方
と
思
わ
れ
る
が
、
文
献
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
源
六
は
名
宇

は
不
明
で
あ
る
が
、
幕
末
頃
、
城
主
荒
尾
氏
の
命
を
受
け
て
臓
の
原
料
の
買
い

付
け
を
行
な
っ
た
景
山
源
六
と
同

一
人
の
可
能
性
が
あ
る
。

い
の
裏
は
淡
水
産
の
魚
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
も
ろ
げ
は
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の

一
種
で
あ
る
。
②
の
裏
は
い
か
と
そ
の
数
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
①
の
裏
は

鯛
と
そ
の
数
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
い
の
裏
は
三
文
字
が
確
認
で
き
る
が
判

読
で
き
な
い
。

本
遺
跡
で
は
、
城
下
町
の
形
成
が
海
側
で
は

一
七
世
紀
前
半
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
南
東
側
で
は

一
人
世
紀
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
海
側
か
ら
次
第
に
城
下
町

が
形
成
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
武
家
屋

敷
の
建
物
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
屋
敷
の
境
界
と
思
わ
れ
る
溝

を
検
出
し
て
お
り
、
絵
図
と
の
併
用
で
米
子
城
城
下
町
の
様
子
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
。　
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樹
）
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